




要約:日本人プラダー・ウィリー症候群患者の生育歴を明らかにする目的の一つとして、

本邦での患者数の実態調査を行い欧米の発生頻度と比較した。全国の小児病院を中心とす

る 11 施設で過去 5 年間にプラダー・ウィリー症候群と診断した数は 105 名であった。こ

れを出生 100 万人当たりで見ると本邦での本症の頻度は 66 人で、欧米の 40-67 人とほぼ

同じと思われた。今回集積される患者を基にすでに集積している 84 名の患者を加えて重

み付け移動平均法を利用し成長曲線を作成中する。患者のトータルケアーのため患者の自

然歴が不可欠でその為のアンケート調査を行っている。


